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〈大株主の状況〉

（2018年9月30日現在）
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（千株）

持株比率
（％）

明治安田生命保険相互会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
株式会社三菱UFJ銀行
株式会社京都銀行
日本生命保険相互会社
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（注）1. 持株比率は発行済株式の総数から自己株式（2,897,110株）を控除して計算して
　　　おります。  
　　2. 持株比率は小数点第三位を四捨五入して表示しております。
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（証券コード  4516）

株式に関するお問い合わせ

届け出住所などのご変更
配当金の受領方法・振込先のご変更
単元未満株式の買取・買増請求

口座を開設されている証券会社に
お問い合わせください。
なお、特別口座に記録された株式に
ついては、三菱UFJ信託銀行（連絡先上記）
にお問い合わせください。

郵送物の発送と返戻に関するご照会
支払期間経過後の配当金に関するご照会
その他一般的な株式事務

三菱UFJ信託銀行（連絡先上記）に
お問い合わせください。

●

●

●

●

●

●

　平素より格別のご高配を賜り
厚く御礼申し上げます。
　さて、当社グループの第156
期第2四半期（2018年4月1日
から2018年9月30日まで）の
営業の概況につきまして、以下
の通りご報告申し上げます。
　当第2四半期の業績は、国内
医薬品新製品群の伸長や、自社
創薬品「ウプトラビ」の海外売上に伴うロイヤリティ収入
および共同販促収入等が寄与し、売上高は534億9千
7百万円と対前年同期比7.7%の増収となりました。
利益面では、臨床試験の進展に伴う研究開発費、新製品
群の販売促進費等が増加したため、営業利益は75億
6千9百万円と対前年同期比18.3%の減益、経常利益
は81億9千6百万円と対前年同期比15.3%の減益、
親会社株主に帰属する四半期純利益は60億3千7百
万円と対前年同期比13.7％の減益となりました。
　なお、中間配当金は1株につき普通配当29円とし、
12月5日からお支払いすることといたしました。
　今後も引き続き、「人々の健康と豊かな生活創りに貢
献する」という経営理念のもとに、社会から信頼される
「ヘルスケア分野で存在意義のある会社」でありつづけ
るために事業活動を推進する所存であります。
　今後とも株主のみなさまの変わらぬご理解とご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

2018年12月
代表取締役社長  前 川  重 信

株主のみなさまへ

第156期中間のご報告
2018年4月1日～2018年9月30日

この印刷物は環境に考慮し、大豆インキで制作しています。
※この用紙費用の一部は『世界の子どもにワクチンを 日本委員会（JCV）』に
　寄付されております。
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　当社の単元株式数は100株となっております。
単元未満株式につきましては、原則として、証券市場で売買す
ることができない、株主総会で議決権を行使できないなどの制
約があります。
　このため、当社では「単元未満株式買取・買増請求制度」を
ご用意しておりますので、単元未満株式をご所有の株主各位に
おかれましては、ご利用についてご検討くださいますようご案
内申しあげます。
　なお、お手続きはお取引先の証券会社または三菱UFJ信託
銀行（TEL：0120-094-777）にお申し出下さい。

単元未満株式の買取・買増請求制度のご案内

前立腺肥大症に伴う
排尿障害改善剤

がん疼痛・慢性疼痛
治療剤

骨髄異形成症候群
治療剤

肺動脈性肺高血圧症
治療剤

肺動脈性肺高血圧症
治療剤

対前年同期
増減率（%）

6,755

5,798

3,602

2,690

2,606

2,334

2,298

1,125

931

743

2,455

6,267
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7,943

4,974

3,302

2,722

2,321

1,816
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1,449
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42,706
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△ 22.4

△ 9.7
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ビダーザ

ザルティア

ルナベル

アドシルカ

シアリス

ウプトラビ

エビプロスタット

エリザス

共同販促収入

医薬品 計

機能食品 計

売上高

月経困難症治療剤

勃起不全（ED）治療剤

前立腺肥大症治療剤

アズレン含嗽液

アレルギー性鼻炎治療剤

製品名 薬効

アズノール
うがい液

トラマール・
ワントラム

工業所有権等
収益

（単位：百万円）

前第2四半期 当第2四半期

49,666
42,706
6,960
9,266
9,678
6,998

53,497
46,102
7,394
7,569
8,196
6,037

売上

　うち医薬品売上

　うち機能食品売上

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

（2018年11月6日現在）

開発段階

ＰⅡ

開発記号
（一般名） 領域分類 適応

申請中

ＰⅢ

ＰⅢ
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ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅠ/Ⅱ

ＰⅠ

開発準備中

開発準備中

ＮＭ４４１
（プルリフロキサシン）

慢性血栓塞栓性
肺高血圧症

肝中心静脈閉塞症（治療）

肝中心静脈閉塞症（予防）

閉塞性動脈硬化症

腰部脊柱管狭窄

子宮内膜症

急性骨髄性白血病

鉄欠乏性貧血

ＮＳ－０６５／ＮＣＮＰ－０１
(viltolarsen)

ＮＳ－０６５／ＮＣＮＰ－０１
(viltolarsen)

ＮＳ－73
(デフィブロチドナトリウム)

ＮＳ－３０４
(セレキシパグ)

ＮＳ－３０４
(セレキシパグ)

ＮＳ－３０４
(セレキシパグ)

ＮＳ－17
(アザシチジン)

血液がん

血液がん

難病・希少疾患

循環代謝系

整形外科

婦人科疾患

血液がん

難病・希少疾患

婦人科疾患

血液がん

血液がん

〈国内開発状況〉

開発段階

申請中

開発記号
（一般名） 領域分類 適応

〈海外開発状況〉

1株当たり配当金（単位：円）

合成抗菌剤感染症

ＮＳ－０１８ 骨髄線維症血液がんＰⅠ/Ⅱ

難病・希少疾患

再発・難治性急性骨髄性
白血病

二次性急性骨髄性
白血病

ＮＳ－73
(デフィブロチドナトリウム)

デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

ＮＳ－５８０

ＮＳ－３２

ＮＳ－９１７

ＮＳ－８７

（単位：百万円）

業績ハイライト（連結） 主力製品売上高 製品開発状況

自 2017年4月　1日 
至 2017年9月30日

自 2018年4月　1日 
至 2018年9月30日

医薬品事業
　自社創薬品の肺動脈性肺高血圧症治療剤「ウプトラビ」、前立腺肥
大症に伴う排尿障害改善剤「ザルティア」、ED治療剤「シアリス」等の
伸長に加え、「ウプトラビ」の海外売上に伴うロイヤリティ収入および
共同販促収入
等が寄与し、売
上高は461億
2百万円と対前
年同期比8.0％
の増収となりま
した。
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機能食品事業
　プロテイン製剤、健康食品素材の売上が増
加し、売上高は73億9千4百万円と対前年同
期比6.2%の増収となりました。
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　なお、お手続きはお取引先の証券会社または三菱UFJ信託
銀行（TEL：0120-094-777）にお申し出下さい。

単元未満株式の買取・買増請求制度のご案内

前立腺肥大症に伴う
排尿障害改善剤

がん疼痛・慢性疼痛
治療剤

骨髄異形成症候群
治療剤

肺動脈性肺高血圧症
治療剤

肺動脈性肺高血圧症
治療剤

対前年同期
増減率（%）

6,755

5,798

3,602

2,690

2,606

2,334

2,298

1,125

931

743

2,455

6,267

46,102

7,394

53,497

7,943

4,974

3,302

2,722

2,321

1,816

964

1,449

1,031

706

1,891

5,536

42,706

6,960

49,666

△ 15.0

16.6

9.1

△ 1.2

12.3

28.5

138.4

△ 22.4

△ 9.7

5.2

29.9

13.2

8.0

6.2

7.7

ビダーザ

ザルティア

ルナベル

アドシルカ

シアリス

ウプトラビ

エビプロスタット

エリザス

共同販促収入

医薬品 計

機能食品 計

売上高

月経困難症治療剤

勃起不全（ED）治療剤

前立腺肥大症治療剤

アズレン含嗽液

アレルギー性鼻炎治療剤

製品名 薬効

アズノール
うがい液

トラマール・
ワントラム

工業所有権等
収益

（単位：百万円）

前第2四半期 当第2四半期

49,666
42,706
6,960
9,266
9,678
6,998

53,497
46,102
7,394
7,569
8,196
6,037

売上

　うち医薬品売上

　うち機能食品売上

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

（2018年11月6日現在）

開発段階

ＰⅡ

開発記号
（一般名） 領域分類 適応

申請中

ＰⅢ

ＰⅢ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅠ/Ⅱ

ＰⅠ

開発準備中

開発準備中

ＮＭ４４１
（プルリフロキサシン）

慢性血栓塞栓性
肺高血圧症

肝中心静脈閉塞症（治療）

肝中心静脈閉塞症（予防）

閉塞性動脈硬化症

腰部脊柱管狭窄

子宮内膜症

急性骨髄性白血病

鉄欠乏性貧血

ＮＳ－０６５／ＮＣＮＰ－０１
(viltolarsen)

ＮＳ－０６５／ＮＣＮＰ－０１
(viltolarsen)

ＮＳ－73
(デフィブロチドナトリウム)

ＮＳ－３０４
(セレキシパグ)

ＮＳ－３０４
(セレキシパグ)

ＮＳ－３０４
(セレキシパグ)

ＮＳ－17
(アザシチジン)

血液がん

血液がん

難病・希少疾患

循環代謝系

整形外科

婦人科疾患

血液がん

難病・希少疾患

婦人科疾患

血液がん

血液がん

〈国内開発状況〉

開発段階

申請中

開発記号
（一般名） 領域分類 適応

〈海外開発状況〉

1株当たり配当金（単位：円）

合成抗菌剤感染症

ＮＳ－０１８ 骨髄線維症血液がんＰⅠ/Ⅱ

難病・希少疾患

再発・難治性急性骨髄性
白血病

二次性急性骨髄性
白血病

ＮＳ－73
(デフィブロチドナトリウム)

デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

デュシェンヌ型
筋ジストロフィー

ＮＳ－５８０

ＮＳ－３２

ＮＳ－９１７

ＮＳ－８７

（単位：百万円）

業績ハイライト（連結） 主力製品売上高 製品開発状況

自 2017年4月　1日 
至 2017年9月30日

自 2018年4月　1日 
至 2018年9月30日

医薬品事業
　自社創薬品の肺動脈性肺高血圧症治療剤「ウプトラビ」、前立腺肥
大症に伴う排尿障害改善剤「ザルティア」、ED治療剤「シアリス」等の
伸長に加え、「ウプトラビ」の海外売上に伴うロイヤリティ収入および
共同販促収入
等が寄与し、売
上高は461億
2百万円と対前
年同期比8.0％
の増収となりま
した。

0
10
20
30
40
50
60

第155期 第156期

26

26

29

29
（予想）

期末
中間

当第２
四半期

前第２
四半期

機能食品事業
　プロテイン製剤、健康食品素材の売上が増
加し、売上高は73億9千4百万円と対前年同
期比6.2%の増収となりました。



　当社の単元株式数は100株となっております。
単元未満株式につきましては、原則として、証券市場で売買す
ることができない、株主総会で議決権を行使できないなどの制
約があります。
　このため、当社では「単元未満株式買取・買増請求制度」を
ご用意しておりますので、単元未満株式をご所有の株主各位に
おかれましては、ご利用についてご検討くださいますようご案
内申しあげます。
　なお、お手続きはお取引先の証券会社または三菱UFJ信託
銀行（TEL：0120-094-777）にお申し出下さい。

単元未満株式の買取・買増請求制度のご案内

前立腺肥大症に伴う
排尿障害改善剤

がん疼痛・慢性疼痛
治療剤

骨髄異形成症候群
治療剤

肺動脈性肺高血圧症
治療剤

肺動脈性肺高血圧症
治療剤

対前年同期
増減率（%）

6,755

5,798

3,602

2,690

2,606

2,334

2,298

1,125

931

743

2,455

6,267

46,102

7,394

53,497

7,943

4,974

3,302

2,722

2,321

1,816

964

1,449

1,031

706

1,891

5,536

42,706

6,960

49,666

△ 15.0

16.6

9.1

△ 1.2

12.3

28.5

138.4

△ 22.4

△ 9.7

5.2

29.9

13.2

8.0

6.2

7.7

ビダーザ

ザルティア

ルナベル

アドシルカ

シアリス

ウプトラビ

エビプロスタット

エリザス

共同販促収入

医薬品 計

機能食品 計

売上高

月経困難症治療剤

勃起不全（ED）治療剤

前立腺肥大症治療剤

アズレン含嗽液

アレルギー性鼻炎治療剤

製品名 薬効

アズノール
うがい液

トラマール・
ワントラム

工業所有権等
収益

（単位：百万円）

前第2四半期 当第2四半期

49,666
42,706
6,960
9,266
9,678
6,998

53,497
46,102
7,394
7,569
8,196
6,037

売上

　うち医薬品売上

　うち機能食品売上

営業利益

経常利益

親会社株主に帰属する四半期純利益

（2018年11月6日現在）

開発段階

ＰⅡ

開発記号
（一般名） 領域分類 適応

申請中

ＰⅢ

ＰⅢ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅡ

ＰⅠ/Ⅱ

ＰⅠ

開発準備中

開発準備中

ＮＭ４４１
（プルリフロキサシン）

慢性血栓塞栓性
肺高血圧症

肝中心静脈閉塞症（治療）

肝中心静脈閉塞症（予防）
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〈海外開発状況〉

1株当たり配当金（単位：円）

合成抗菌剤感染症

ＮＳ－０１８ 骨髄線維症血液がんＰⅠ/Ⅱ

難病・希少疾患
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ＮＳ－８７
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業績ハイライト（連結） 主力製品売上高 製品開発状況
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自 2018年4月　1日 
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伸長に加え、「ウプトラビ」の海外売上に伴うロイヤリティ収入および
共同販促収入
等が寄与し、売
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年同期比8.0％
の増収となりま
した。
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機能食品事業
　プロテイン製剤、健康食品素材の売上が増
加し、売上高は73億9千4百万円と対前年同
期比6.2%の増収となりました。



株式の状況 株主メモ

事 業 年 度
配当受領株主
確 定 日

定時株主総会
招 集 時 期

株主名簿管理人
特別口座の口座
管 理 機 関

同 連 絡 先

毎年4月1日から翌年3月31日まで
期末配当3月31日
中間配当9月30日

6月（同総会権利行使株主確定日3月31日）

三菱UFJ信託銀行株式会社

三菱UFJ信託銀行株式会社 大阪証券代行部
〒541-8502 大阪市中央区伏見町3丁目6番3号
電話：0120‐094‐777（平日9:00～17:00）

〈大株主の状況〉

（2018年9月30日現在）

発行済株式の総数

株主数

株

名

9.63
7.53
5.79
4.92
4.59
3.09
2.97
2.13
2.06
1.90

70,251,484

5,064

株　主　名 持株数
（千株）

持株比率
（％）

明治安田生命保険相互会社
日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口）
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）
株式会社三菱UFJ銀行
株式会社京都銀行
日本生命保険相互会社
ＳＴＡＴＥ ＳＴＲＥＥＴ ＢＡＮＫ ＡＮＤ ＴＲＵＳＴ ＣＯＭＰＡＮＹ ５０５００１

ＪＰ ＭＯＲＧＡＮ ＣＨＡＳＥ ＢＡＮＫ ３８５０７８
ＪＰＭＣ ＯＰＰＥＮＨＥＩＭＥＲ ＪＡＳＤＥＣ ＬＥＮＤＩＮＧ ＡＣＣＯＵＮＴ

ＧＯＬＤＭＡＮ，ＳＡＣＨＳ＆ ＣＯ．ＲＥＧ
（注）1. 持株比率は発行済株式の総数から自己株式（2,897,110株）を控除して計算して
　　　おります。  
　　2. 持株比率は小数点第三位を四捨五入して表示しております。

6,486 
5,073 
3,899 
3,315 
3,090 
2,082 
1,998 
1,436 
1,388 
1,278 

（証券コード  4516）

株式に関するお問い合わせ

届け出住所などのご変更
配当金の受領方法・振込先のご変更
単元未満株式の買取・買増請求

口座を開設されている証券会社に
お問い合わせください。
なお、特別口座に記録された株式に
ついては、三菱UFJ信託銀行（連絡先上記）
にお問い合わせください。

郵送物の発送と返戻に関するご照会
支払期間経過後の配当金に関するご照会
その他一般的な株式事務

三菱UFJ信託銀行（連絡先上記）に
お問い合わせください。

●

●

●

●

●

●

　平素より格別のご高配を賜り
厚く御礼申し上げます。
　さて、当社グループの第156
期第2四半期（2018年4月1日
から2018年9月30日まで）の
営業の概況につきまして、以下
の通りご報告申し上げます。
　当第2四半期の業績は、国内
医薬品新製品群の伸長や、自社
創薬品「ウプトラビ」の海外売上に伴うロイヤリティ収入
および共同販促収入等が寄与し、売上高は534億9千
7百万円と対前年同期比7.7%の増収となりました。
利益面では、臨床試験の進展に伴う研究開発費、新製品
群の販売促進費等が増加したため、営業利益は75億
6千9百万円と対前年同期比18.3%の減益、経常利益
は81億9千6百万円と対前年同期比15.3%の減益、
親会社株主に帰属する四半期純利益は60億3千7百
万円と対前年同期比13.7％の減益となりました。
　なお、中間配当金は1株につき普通配当29円とし、
12月5日からお支払いすることといたしました。
　今後も引き続き、「人々の健康と豊かな生活創りに貢
献する」という経営理念のもとに、社会から信頼される
「ヘルスケア分野で存在意義のある会社」でありつづけ
るために事業活動を推進する所存であります。
　今後とも株主のみなさまの変わらぬご理解とご支援
のほどよろしくお願い申し上げます。

2018年12月
代表取締役社長  前 川  重 信

株主のみなさまへ

第156期中間のご報告
2018年4月1日～2018年9月30日

この印刷物は環境に考慮し、大豆インキで制作しています。
※この用紙費用の一部は『世界の子どもにワクチンを 日本委員会（JCV）』に
　寄付されております。
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　今後も引き続き、「人々の健康と豊かな生活創りに貢
献する」という経営理念のもとに、社会から信頼される
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